
【基本情報】

②理念・基本方針

③施設・事業所の特徴的な取組

④第三者評価の受審状況

【自己評価の実施】

①担当者

②自己評価の実施体制等

　

③課題等

自己評価を実施したうえで全体に関する課題や疑問などがありましたらご自由にお書きください。

〔施設・事業所の概要〕

福祉サービス第三者評価　共通評価基準
自己評価シート①　基本情報

◆自己評価シート①「基本情報」（本シート）、自己評価シート②「自己評価表」をご記入ください。

①施設・事業所情報

名称：社会福祉法人みづほ会　みづほ保育園 種別：保育所

代表者氏名：山内　善男 定員（利用人数）：　　　　110名   (９５名)

所在地：滋賀県彦根市稲部町400-1

0749-43-4394 ホームページ：https://www.miduho-hikone.jp

　開設年月日    昭和２８年５月１日

　経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人みづほ会

　職員数 常勤職員：　　　　　　１４名 非常勤職員　　　　　　　　　　１７名

調理師　　　２名 事務員　　　１名

　施設・
　設備の
　概要

（居室数） （設備等）

保育室４　乳児室１　プレイルーム１　調理室１　他

　専門
　職員

（専門職の名称）　　　　　名 保育士　　１０名　　　保育補助　　３名

保育士　　１２名 調理師　　　３名

担当者　　堀口美喜子

例：施設長、主任(2名)による合議。2回(1回60分程度)打ち合わせ

・園長、主任、副主任、保育士１名、調理師１名による会議。　　　　打ち合わせ１回（４０分程度）　　　　取りまとめ（１時間程度）

　別紙

・乳幼児の健全で文化的な生活と健康な発育が保障される保育に積極的に努める。
・健康的で安全な環境を整え、その中で情緒の安定を図り、自主性を大切にする保育の充実に努める。
・低年齢児保育、長時間保育、一時保育を積極的に実施する。

・家庭や地域との連携を密にし、子育てに対する支援活動を積極的に実施する。
・毎月歩こう会を実施し、地域の自然に触れる。
・畑での野菜作りやクッキング保育を通じて、食育への関心が深まるようにする。
・地域の高齢者や小中高校生など様々な世代の人との交流を深め、豊かな心を育てる。
・身体を育てる「動」の活動としてサッカー教室や運動遊び、心を育てる「静」の活動として生け花や茶道の活動を取り入れた保育を行う。

　評価実施期間
　　　　　　　　　　　　受けていません

  　 年　月　日（契約日）　～

   　年　月　日（評価結果確定日）

　受審回数（前回の受審時期） 　　　　　　回（  　　　年度）


